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総会幸艮告

1990年2月3日　午後3～5時

於　弥生会館

第一部

1．開会の挨拶
2．前年度活動報告　（会計報告　別紙のとおり）

3．会計監査報告
4．役鼻改選
5．会長挨拶

J・会則の改正（第2条・第8条，）
7．東京支部設置について

8．会費の改定について

9．O C U S Aについて

10．新山岳部長挨拶
11．学術隊の日程等について

1ヽ′

大橋会長，
川勝，藤本，小笹，

岡本，（各委員長）
高木

別紙のとおり

大横会長

別紙のとおり

現在、東京在住の会員が21名になり、支

部として活動することになり、広谷支部長

が選任された。

藤本

現在、年会費3千円であるが、郵送費その

他物価高騰及び山岳会ニュース発行のため
5千円にする実につき、全員一致で承認。

佐藤

体育系各部O B会の結束と親睦を図るため

の範．織の結成に向け、山岳会も加入してい

くことになった。（会則　別紙のとおり）

依田教授

日程は別舐のとおり。

壮行会の予定　　4月20日　午後6時

大阪国際交流センター

（谷町8丁目）
12．登山隊登頂報告　報告書の作成状況　　　　　　　　　佐藤，八木．

ほぼ原稿は集まり、学術隊出発に合わせて
発行の予定。

第二帯　　懇親会　5～7時

＜出席者＞　依田教授　神吉　山田（親英）　平野　泉　大橋　一　三島
池田（春次）　富村　池永　広谷　高木（健次）　服部　川勝　中田
門田　藤本　清原　浅部　′ト笹　久保田　山辻　岡本　佐々木　佐藤

島川　諏訪　一奥田（寛）　′ト林（治俊）　広瀬　梅島　西村（正男）
福山　和田　武部　′ト倉　八木　′ト松　　矢倉　尾形　下田　　三木
［会友】岡本（正人）
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大殿支市希u l O O　周年吾己念
日中友好学術登山隊支出明糸田表

（中間報告）

平成2年2月2日

大阪市大山岳会
会計　藤本　　勇

軽　 費　 用 登　 山　 隊 学　 術　 隊

1 ． 昭 和 63年 3月 ま で の 準 備 費 1 ， 0 0 9 ， 0 3 8 1 ， 0 0 9 ， 0 3 8 0

2 ． 渡　　 航　　 費 3 ， 0 7 3 ． 7 0 0 3 ， 0 7 3 ． 7 0 0 0

3 ． 装　　 備　　 費 5 ， 7 8 6 ， 4 2 6 4 ， 7 5 3 ． 5 1 3 1 ． 0 3 2 ， 9 1 3

4 ． 食　　 糧　　 費 3 3 0 ， 3 1 5 3 2 2 ， 8 1 5 7 ， 5 0 0

5 ． 印 刷 ・ 製 本 費 9 6 4 ． 6 7 4 5 6 4 ， 6 7 4 4 0 0 ， 0 0 0

6 ． 輸 送 ・ 梱 包 費 8 7 8 ． 3 0 6 8 7 0 ， 3 0 6 8 ， 0 0 0

7 ． 保　　 険　　 料 1 ． 1 9 4 ． 4 7 0 1 ， 1 9 4 ， 4 7 0 0

8 ． 登 山 料 （登 録 料 ） 1 ． 8 6 0 ， 6 5 0 1 ， 8 6 0 ， 6 5 0 0

9 ． 滞　　 在　　 費 2 3 ． 0 2 2 ， 9 3 2 2 3 ， 0 2 2 ， 9 3 2 0

1 0 ． 通　　 信　　 費 6 9 3 ， 0 1 1 6 8 7 ． 6 2 8 5 ， 3 8 3

1 1 ． 渉 外 ・ 接 待 費 2 ． 2 4 4 ， 6 3 2 1 ， 7 6 7 ． 7 2 8 ・　　　 4 7 6 ， 9 0 4

1 2 ． 壮 行 会 ・祝 賀 会 1 5 4 ， 1 4 0 1 5 4 ， 1 4 0 0

1 3 ． 学 術 隊 経 費 5 6 0 ， 3 4 1 0 5 6 0 ． 3 4 1

1 4 ． 写　　 真　　 費 7 6 6 ． 5 9 7 7 6 6 ． 5 9 7 0

1 5 ． 雑　　 費

1 6 ． 報 告 書 作 成 費

8 2 4 ， 9 8 1 8 2 4 ， 9 8 1 0

合　　　　　　 計 4 3 ， 3 6 4 ， 2 1 3 　 4 0 ， 8 7 3 ， 1 7 2
u

2 ， 4 9 1 ， 0 4 1



大阪市立大学山岳会会貝り

＜改正条項＞

第　2粂（事務所）本会の事務所は、大阪市北区西天満4－6－19

ヽ＿．．／ 北ビル2号館304号　島川法律事務所内に置き、必要な場所

に支部を置くことが出来る。

第　8条（委員）委旦は次のとおりとし、会務を分担する。

イ）総務委員

ロ）企画運営委員

ハ）会計委員

ニ）山岳部指導委鼻

ヽ＿．．／

くl已寺項＞

第　2条（事番所）太会の事看所は、大阪市北区酉天満4－6－1g北ビル2号碧304号

島州法律牢番所内に置く。

第　8条倭鼻）委員は次のとうりとし、会務を分担すろ。

イ）企画運営委員

亡）会計委員

ハ）庶事委員

ニ）山岳部指導案員　　．＿ムー



O C U SA（大阪市立大学スポーツ・アソシエーション）会貝り　く案〉

制定　平成2年　月　　日

施行　平成2年　月　　日

．＿第1革　　稔　　　　貝り

（目　的）

第1条　本会は、大阪市立大学におけるスポーツの振興と発展のため物心両面の援助

を図るとともに、体育系名邸OB会の結束と相互の親睦を図り、母佼の発展と

充実に寄与することを目的とする。

（名　称）　　ヒ解・三う
第2条　本会は、（OCUS （大阪市立大学スポーツ・アソシエーション） という。

く事　業）

第3条　本会は、第1粂の目的を達成するため次の事業を行う。

（1）　スポーツ振興及びスポーツ施設の充実に対する援助

（2）体育行事に対する援助

（3）　会員相召の撰陸会の開催

（4）その他本会の目的達成のために必要な事業

（事務局）

第4条　本会事苓局は、大阪市立大学（体育会）内におく。

第2革　会　　　員

（会員の種類）

第5条　本会の会員は、次の2種とする。

（1）正会員　　（2）特別会貞

（会員の資格）

第6条　本会会員の資格は、次のとおりとする．

（1）正会員　大坂市立大学体育系各部のOB会に所屁する壱

（2）特別会員　理事会が特に認めた者　つ′了カントクズf

く会　費）

第7集　客那OB会は、会費を納めなければならない。会費の額は、理事会で定める。

一旦塑折碑卜率ノ…軋南川
l

一∠一



大阪市制1　0　0周年言己念

大阪市立大学

日中友好学術登山隊

1　9　9　0

学術調査計画書

西蔵南部高地の自然と生活

NATURE AND LIFE

IN

SOUTH TIBET HIGHLANDS

大阪市立大学理学部植物生態学研究室

1989・12・5



大阪市制100周年記念

大阪市立大学日中友好学術登山隊・学術隊

趣　　旨

大阪市立大学は、大阪市制100周年記念事業の一環として、中国西戎自

治区に日中友好学術登山隊を派遺することになった0本冊子は、その学術調

査の概要を示すものである。

この学術調査は、中国登山協会、中国科学院地質研究所の主導のもと、西

戎登山協会、西戎自治政府等の協力をえて、帽科学院植物研究所および大

阪市立大学理学部植物生態学研究室が中心となって行われる中日共同学術研

究である。従って、日本卿ま中国側の各関係組織・機関と緊密な連絡を取り

っっ、研究の内容等を確定していく必要がある。

学術調査の主要対象が植物であるので、研究期間は植物の成育期間である

夏季（雨季）が適当であり、登山期間と同時に学術調査を行うことは木可能

学術調査隊の主要調査地域は卓奥友山麓地域で、主要調査対象は高地植生

の生理生塵学的研究と、その地域の人間の生活をも含めた景観生態学的研究

である。調査経路は、中日調査隊貞の健康管理（主として高度順化）の必要

上、また、西京高原南部の植生配列の概要をっかみ、主要調査対象である高

地植生の位置付けをより正確に行うため、成都から拉薩までを陸路入る。

本研究の成果は、関連する国際法、国際学会に日中科学者の連名で発表す

ると同時に、1990年に大阪において開催される「花と緑の万国博貴会」

に於いて、展示及び国際Sy脚Siunを行う予定である。－

なお、調査は中国側の事情により1990年5月より7月までに延期され

た。



訝究組織と研究担当課轟

学術隊長　　依田　恭二　大阪市立大学理学部　教授

研究総括　高地の地形・植生と夜気象条件

極限環境下での農村の生活と自然との調和

学術隊員　　神崎　護　大阪市立大学理学部　助手

自然植生の垂直分布、高地植生の成立機構

下田　勝久　大阪市立大学理学部　大学院

極限環境下での植物の生活

報道隊員　　斎藤清明　　毎日新聞社全部兼科学部記者

中国側学術隊員　3名

郎　階永　中国科学院植物研究所　副研究貞

西戎南部の植物分類地理学杓研究

孫　世洲　中国科学院植物研究所　副研究貞

高山植生の種構成と種生態に関する研究

方　精書　中国科学院生塵環境研究中心　鹿島

環境条件と埴生との関係

連絡官　　　鄭　錫瀾　中国科学院地質研究所　副教授

通訳　　　　方　精雲（兼任）
．ヽ≦

料理人　　　　　1名

ドパイザー

吉良　龍夫　大阪市立大学名誉教授　滋賀県立びわ湖研究所長

（植物生態学）

藤田　和夫　大阪市立大学名誉教授　帝塚山大学教授（地質・地形学）

川喜田二郎　元大阪市立大学教授（人文科学）



研究地域、研究課考、聯

研究地域：　四光峯北部高原地域、亜東・樟木付近の低地、及び、

拉薩より四光峯山麓に至る経路沿い地域

成都より拉薩に至る川蔵公路沿いの地域

研究課題：西京南部高地の自然と生活

1。高地の地形・植生と気象・教気象条件

2。自然植生の垂直分布と環境条件

3。高地植生の成立機構

4。極限環嘩下での植物の生活

5。植物分類地理学的研究

6。極限環境下の人間生活と自然との調和－－景墳形成

研究期間 1990年5月より7月の間の90日間

調査径路は西戎公路における学術調査の実施が許可

になるかならないか判明した時点で決定する。

A案（川蔵公路一西戎南部高地）

B案（四川省西部一西戎東部一西戎南部高地）

）

）　　‾
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